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信 に つ い て

『宝性論』を中心 として

」
ー1) 良 哉*

AStudyontheFaithintheRatnagotravibhaga

YOShlyaICHIKAWA

(1976年9.月30日 受理)

(1)

宗教 におけ る 「信」は,「 神 的なる もの(dasGottliche)に 対 する安心,信 頼の心情で

ある」 といわれ る.こ れは,キ リス ト教でい うと,こ の信 〔仰〕 にお いて神は人間 に永遠

を啓 き示す.啓 示(Offenbarung)で あ る.人 間は 自らに永遠の未来が あることを確信 す

る.「 理 解せ んがためにわれ信ず」(ア ンセルムヌ)と は,そ こでかかわ って くる心情で あ

る.し か しまた,そ れは理性的知識 を超え る もので ある.そ こか ら,「 不合理な るが ゆ え

にわれ信ず」(テ ル トリア ヌス)と いわれ る1).い ず れ にせ よ,こ こで の信 は欠 くことので

きない もの として考 え られ る.

仏 教 において,信 は明か に不 可欠 な もの と して語 られる.『 大智度論』 におけ る龍樹の,

「仏法 の大海 は信 を能入 と為 し,智 を能度 と為 す.… …若 し人心 中 に信の清浄な る有 らば,

是 の人は能 く仏法 に入 る.若 し信 無 くんぱ,是 の人 は仏法 に入 ること能 はず2).」 と述べ る

のはよ く知 られてい る.こ こで,「 能入」 とされ る信 は,古 く原始経 典に遡 ると次の『ス ッ

タニパ ー タ』の詩句 につなが る.「 ひ とは信(saddha)に よ って激流 を渡 り,精 励 によっ

て海 を渡 る.勤 勉 によって 苫:しみ を超え,智 慧によ って全 く清 らか とな る3).」 この信(sra-

ddha,pali;saddha)が 安 心 ・信 頼の心情で あると理解す ることの是非は問わな いと して

も,仏 教 において欠 くことので きぬ もの と して あることは いうまで もない.

と ころで,後 に 『清浄道論4)』 や 『倶舎 論5)」 で,信 はprasada(pali;pasada)の 語で

示 されて いる.そ して,そ れがいかな る心の働 きをなすのか につ いては,「 澄浄」で あると

定義 し,心 所(心 に属す る もの)の ・つ に数えて いる.こ の定義 と共 に注意 され るの は,

『清浄道論」 にみえ る 「信解(adhimutti)」 と,説 一切有部や喩伽唯識派で あ ら わ れ る

「信認(abhisampratyaya)」 の 語で ある6).信 解(adhimukti,Pali;adhimutti)は 勝 解,

信 楽 など とも漢訳 されるが,要 言 する と,対 象に対 す る明確 に働 く決定 の心で あ る.信 認

(abhisampratyaya)は 『倶舎論』で 「現前忍許」 と漢訳 され7)確 認 ・確信 を意 味 してい る.

時 に,信 認 と信解 は同一・視 され もす る8).こ の よ うな伝統的教学の中か ら導かれて くる信

の もつ性格は,心 の清 浄性 と確信 性で あるといえ る.よ り根本的 には清浄性 にあると考え

られ るが,そ れ故 に,能 入 としての信は不可欠でなければな らない.

さて,如 来蔵説 を体系的 に述べ る 『宝性論』 には信が強調 され る.上 述の如 き信 とは,
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もちろん原語的にも思想的にも後述するように無関係ではあり得ないが,そ こにはどのよ

うな論理的意味がみ られるのであろうか.前 に筆者は 「如来蔵説 と信の問題が深く関係す

るのは,如 来蔵説における宗教的真理が主体化 されることによってのみ把えられるという

ことを意味 していると思われる9)」と述べるにILり課題を残 した.以 下,『宝性論』の主題

と信,信 の用語例,信 のもつ意味など少 しく考察し仏教における信の独 自性をみようと思

う.

(2>

「宝性論』 はそのCh.1の 冒頭 の偶 に,「 論全体 の骨組 み(krtsnasyasastrasyasariira)」

と して・仏(buddha),法(dharma),衆(gana一 僧samgha),性(dhatu),菩 提(bo-

dhi),功 徳(guna),業(karma)の 七 種金剛句(vajrapadanisapta)を あ げる10).こ

れ は 「宣説す る端緒の完全な列挙(uddesamukhasamgrahall))」 で あり,「 あとの四句 は

〔は じめの三句の〕三宝 が生起す るに相応 しい因が成就す ることを説 く12)」と ころにその

意義が ある.

したが って・ この あとの四句は 『宝性論』 五章 中の,は じめ四章が それ ぞれ主題 となす

もので あ る.す なわち,「 有垢真如(samala-tathata)と 無 垢(nirmala)〔 真 如〕 と離垢

の仏の功徳・ および勝者 の所 作 と 〔の四〕は第 一義をみ る人々の境界(vi§aya)で あ る.

そ こか ら浄 な る三宝 が生ず る13)・」 と述べ,「 覚醒せ られ るもの(bodhya)と 菩 提(bodhi)

とそ の功徳(tad=1),お よび覚醒せ しめ ること(bodhana)と が あり,順 次 に一句は

因で あ り,三 はそれを清 浄にす る縁で ある14)」とい うのに一致 してい る.

更 に・Ch・V冒 頭偶 に,「 仏性(buddhadhatu)と 仏 菩提(buddhabodhi)と 仏 法(bu-

ddhadharma)・ お よび仏業(buddhakrtya)と は,導 師の行 境(gocara)で あ って清浄な

衆生 にと ってす らも不可 思議で ある15).」 と,前 四章 をま とめ るの につなが って い く.し た

が ってCh.Vは 全 体の結びの章で ある.

上 に述べ た全体の構成 か らみて,『 宝 性論」 の主題は宝性(ratnagotra)・ 如 来蔵 ・仏性

の弁別(vibhaga)に,す な わ ち 「三宝生起の因」 を解明す ることにある.そ れ故 に,そ

れはCh.1如 来 蔵章 とCh.1菩 提 章 に重点 がおかれ,多 くが叙 述 されてい く.

さて,こ の ような 『宝性論」の主題解 明の 中で,全 体 に貫通 してい る中心の思想は次の

如 き如来蔵の本質論で ある・ それは,も と 『如来蔵経』 の 「一切衆 生は如来蔵 を 有 す る

(sems-canthams・cadde-bshin-gsegs-pahisnin-pocanl6))」 と い う主張 を三つの

理 由に分析す るので ある.

衆 生の 内部 に仏智が いきわ たる故 に,そ れ 自体 と してはその無垢 な るもの と不二 にな る

故 に,仏 の種姓 においてその果 を仮説す る故 に,一 切の有身者は仏蔵 が あると説かれた17).

このCh・1-27偶 か ら導かれ る三つの理 由とは,1如 来 法 身が 〔衆生 に〕遍 満す るとい

う意味・II如 来 法身 と 〔衆生 とは〕無差別で あるとい う意 味,皿 如来 の種姓 が 〔衆生 に〕

存在す る(一 現われ る)と いう意味で ある.こ れが如来蔵 の本質論 としての 「三 種 自性

(trividhahsvabhavah18))」 説 で ある・これ らは,別 稿で明か に した如 く9),い わば トリァー一

デ と考え られて・人間の状態性 というわれわれの生存の事実 が もつ意味 につ いて,「 菩提」

の側か ら明か にされた もので ある.

この ような 『宝性論』の構成 ・主題 ・思想 と信は どの ようなかかわ りを もつのか.ま ず

注意 され るのは・先 きの第四金剛句 「性」 を説明す るところで,そ の根拠 と して 『不増不

減経』 を引用 して次の如 くいう.
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① 舎利弗よ 第一義(paramartha)は ただ信(sraddha,dad-pa)に よ っての み達 す

べ きで あ る(gamaniyal9)).

ま た,『 如来蔵経』所説の九喩 を 「三種 自性」説 によって述べ たあと,次 の偶(出 典不詳)

を 引用 す る.

② 第一義 なる 自在者(svayarpbh豆,ran-hyun)に は ただ信 によ ってのみ順知せ らる

べ きで ある(sraddhayaivanugantavyam20)).

上 の 二文 中,① は 『不増不減経』の第 一義一衆生界一如来蔵一法身,の 思想 を根拠 に して

引用す るもので ある19).更 に,第 五金剛句 「菩提」 を説明 するところで は,『勝婁経」の無

上正等覚(anuttarasamyaksambodlzi)一 浬 桀界(nirvanadhatu)一 如 来法身,の 思想 を根

拠 にして 引用 して いる21).こ の よ うな理解 は如来蔵(す なわち性)の 十義中,最 後の無差

別義 を述べ るところで,「極清浄位 の畢寛清 浄の究寛に達 した特質を もつ如来蔵」は法身 ・

如来 ・聖諦 ・第 一義浬桀で あると,四 つの異門(paryaya)を あげ るのに も 認め られ る21)

したが って,性(dhatu)の 仏 地 における転依 を特質 とす る法身は,た だ信 によ ってのみ

達すべ きで あるというので ある.つ づ めて いえば,信 によ ってのみ如来蔵は開覚せ られ る

べ きで ある.② もまた,こ れ と同様の立場 か らいわれてい る.

と ころで,② を引用す るの に先行す るところで次の如 く述べ るのは注意 されなければな

らない.

③ この如来蔵は実 に法身か ら離れ ることな く(avipralambha),真 如 と不可分(asam-

bhinna)の 特 質 を もち,決 定 した種姓 を固有の性質(svabhava)と して,い つで もどこ

で も完全 に結合 して衆生界 に存在 すると,も のの本来のすが た(dharmata)を 根 拠(pr-

amana)と してみ らるべ きで ある.… … ものの本来のすが たとは,こ こで は道理(yu-

kti),相 応(yoga),方 便(upaya)の 異 門で あ る.そ れは実 にか くの如 くで あろう.

そ れは決 して相違す るものではないで あろうと,ど の ような場合で も,も のの本来の す

が たが根拠(pratisarana)で あ る.も のの本来 のすがたは心 に思慮せ しめ るための(ci-

ttanidhyapana),心 に 思い浮かば しめ るための(cittasamjnapanaya)道 理 で ある.そ

れは思惟せ られ るべ きものでな く(naCintayitaVya)分 別 せ られ るべ きものでな く(n-

avikalpayitavya),信 解 せ られ るべ きもの(adhimoktavya)で あ る22).

こ この前半では,「 三種 自性」説は ものの本来のす がた(宗 教 的真理)を 根拠 と して い

ることが明かにせ られ る・そ して後半では,そ のよ うな 「三種 自性」説 によって顕 わされ

た如来蔵説 におけ る宗教 的真理はただ 「信解せ られ るべ きで ある」 とされ る.換 言 すると,

後 に語義分析 す るよ うに,宗 教的真理の上 に心が解放 され るところ に 「信解せ られ る」 こ

との意味が ある.

こ こにみ られ る信解 は① と② にみ られた信(sraddha)を 細 か く説明す るイ」:方で用 い ら

れ る・信 と信解 は,後 に取 り上 げ るCh.V冒 頭偶 の註釈偶 におけ る場合 と同様 に,ほ とん

ど同 じ意 味で用 い られてい ると考 え られ る.

以上 みたところか ら,性(如 来蔵 ・有垢真 如 ・佛性 ・所 依)・ 菩提(無 垢真如 ・転依 ・

法身 ・佛菩提)・ 功徳(離 垢 の佛功徳 ・佛法)・ 業(勝 者の所 依 ・佛業 ・利益の完成)と

い う四句 が,『 宝性論』各章の構成 ・主題で ある.な かで も 「三種 自生」説が,如 来蔵の本

質論 と して 「菩提」の側か ら明かにされた中心 思想で ある23)こ と との関連 か ら,信 ・信 解の

問題 に深 くかかわ り,信 ・信解が 重要 な意義 を担 うもので あるこ とが明かにな ったで あろ

う・次 に信 ・信解の用 例のい くつかを検討 して,何 が信 ・信解の対象で あるか.そ れが対象 と

いか なる関係 を もちつつ,ど のよ うな意味を もつのか,を 明か に して いかなければ な らない.
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(3)

信 に関す る用 語は,既 に①～③ の中 にみ られ た信(sraddha)と 信 解(adhimukti)が そ

の代表的な ものであ る.以 下,こ れ らが考察の対象 とな る.

前 者はBrad-》dhaと い う語根か ら成 る.す なわ ち,》dha(toput,Place,set)と い う

語恨に,brad(-satya;truth,faithfulness)と い う不変詞 が加 わ った もので24),漢 訳 『宝性

論』 には多 く 「信」 と翻せ られ る.後 者はほか にadhimukta,adhimoktavya,adhimoktu-

m,adhimucya,adhimucyet等 の 語が見 られ るが,こ れ らはadhi(above,overandabo.

ve)の 接 頭辞 に,語 根》muc(toloose,release,liberate)が 加 わ った もの25)か ら由来す る.

adhimuktiは 漢 訳 本に 「信」「信心」「深信」 な どの訳語が見 られ る.

な お,ほ かにabhi・pra-/sad(tositdownorsettlealong)か らのabhiprasada,

abhiprasanna(信)の 語 が一 例ずつ認め られ る26)・ これ らの僅少な用例は ここでは指摘す

るに止 める.

まず,sraddhaの 用 例 との関連 か ら上 掲①②以外 に注意 され るの はCh.]Vの 叙 述で ある.

④ 信等 によって離垢 〔とな り〕,信 等の功徳 によ って得 られた 自心 の中に,諸 の 衆 生

は仏の影現(pratibhasa)を み る・ ……その影現は完全 に無分別(avikalpa)で 不 動

(nirihaka)で あ る27).

Ch.IV如 来 所作章 は全体 に専 ら華 厳の系統 に属す る 『智光明荘厳経』 によって叙述 され

て い く・ この章の主題は,仏 の所作が 自然(anabhoga)・ 不 休息(aprasrabdha)で あ る

ことを明か にす ることにある.特 に,そ れ がど うして 「世間の ある限 り起 るか という仏の

自在な る本来のすが た(buddhamahatmyadharmata)に つ いて,疑 惑 を生ず る人々 に不

可思議な佛境界 に信解 を生ぜ しめ るため に28)」,『経』 の九喩 を示 してい く.

上 に引用 した④はそれ ら讐喩の 中で も第一の,重 き位置を 占め ると考え られ る,「 帝釈

影現(sakraprattibhasa)」 喩 中の偶頚で ある.論 の後述の部分で 『経』の九喩 を要約 して,

「経典の題名 によって,そ の意図 が明か にせ られてい る.そ の中に これ ら九つの讐喩が詳

しく説かれて いる・ これ(経)を 聞 くことによ って生 ず る広大 な智の光 明によ って荘厳 さ

れた有智者はすみやか に,す べての 仏の行境 に入 る29)」と し,こ の第 一喩の要義(pid-

artha)は 「示現(darsana30))」 で あるとしてい る.

上 の①② によ って,第 一義は信 によってのみ達せ られ るとせ られたのを指 摘 した.い ま,

④ で信 によ って得 られて離垢 とな った 自心の 中に 「仏の影現 をみる」 とい うのは,自 然 ・

不休息 な る仏の所作の実現で あることを意味 して いる.言 い換 えると,信 は第 一義 に入 る

ためには不可欠な もので ある.そ の限 りでは信の対象 は第一義 ・仏境界で ある.し か し,

そ れは同時にf_r'7-_.の,k体(自 心)に おけ る現われ ・実現で ある.そ の現 われが 自然 ・

不休息 の二つ の性 質(akara)を もつ仏の影現 と してみ られる.

「帝釈影現」 と関連 す るのは第 四喩の梵 天の 「変化(vikrti)」 で ある.そ こでは,「 梵

天が梵 宮か ら離 れな くて,す べての梵 天の 世界 において努力す ることな く影現 をみせ る如

く,そ のよ うに,牟 尼 は法身か ら離れ ることな く自然 に変化身 によってあ らゆる 〔世 間〕

界 において,〔 仏 と〕な るにふ さわ しき人達 にみせ しめる.31)」 と いう.こ の一喩 と四喩の

「示 現」 と 「変化24)」 と い う当面 の要義 は,順 次に佛身 と化身のそれで あるが,根 本 的に

は 自然によ って不 休息 な る仏業の現われ を意味す ることにあると考 え られ る.

す なわち,信 は第 一義をその対 象 としつつ同時 に,第 一義が信の対象で あることを超 え

て第一 義に心 をお く.逆 にいえば,信 は第一義の実現 ・仏業 その ものの現われで あるとい
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う意味が あるといえる.そ こにおいて は じめて,「 第一義は信 によってのみ達せ られ る(開

覚 され る)」 とい うことの意味 も成 り立つ.「 砒瑠璃 のよ うな,清 浄 な心 において仏の示現

の因が ある.そ の清浄は滅せ られ ざる信根 か ら増長 された もので ある32)」 とい うこと も,

そ こか らいわれ得 る.

次 に,adhi-》mucに 由 来す る信解の語の用例 に注意 しなければ な らない.Ch.1に 述

べ る如来蔵の十義 中,因 につ いて,「 法の信解(adhimukti)と 般 若(adhiprajna)と 三 昧

(samadhi)と 大 悲(karuna33))」 を あげ,そ れ を説明す るの に 「〔大乗 の〕法 に対す る妨

害(dharmapratigha)と 我 見 と生死 の苦に対す る恐怖 と衆 生利益 につ いての無 関心34)」の

四つの障擬(avarana)を あげ る.そ れ らは順次 に 「一一閲提(icchantika)と 外 道 と声 聞

と独覚28)」の 障擬 に当るとする.何 故に,そ れ らが障擬で あるのかとい うと,「 如来性 を証

得せ しめない現証せ しめないよ うに起 る(tathagatadhatoranadhigamayasaksatkriyayai

samvartante35))」 こ とにある.そ こで,

⑤ 大 乗法 に対す る妨 害が一閲提 の障擬で,そ れの断捨(pratipaksa)が 諸 の菩薩の大

乗法の信解 の修習(dharmadhimuktibhavana)で あ る35).

とい う.こ の場合,信 解の対象 とな るものは明か に大乗の法で あるが,同 時 に,そ の信解

は ヨ弓司提 の障磯 を断捨せ しめ るもの,裏 か らいえば,如 来性 を証得 ・現証せ しめる もので

ある.障 擬の断捨が如来性の証得へ と通 じるものでなければ な らない.そ こか ら,果 の義

では,信 解は 「如来性 を清浄 にす る因 を説 くもので ある36)」と いい,相 応の義 には 「法身

の清浄の因は大乗の信解の修習で ある37)」とい うので ある.

と ころで,上 に触れ たところの 「有垢真如」 とは,煩 悩 の穀 か ら離脱 しない性(dhatu)

一 如 来蔵を意味 した.そ れが また,仏 地 におけ る転依 を特質 とする如来法 身=・無垢真 如を

意味す るもので あった.そ の ような如来蔵は凡夫の思議せ られ る対象 た り得ず,「 第 一 義

をみ る人々の境界」 ・ 「導師の行境」で ある.Ch.V-2偶 に

⑥ この勝者の境界 を信解す る具慧者は諸の功徳の あつ ま りの器 た るを得 る.彼 は不可

思議な功徳 に対す る楽欲 を有す る故 に,す べての衆生 が福徳 を得 るよ りも勝れてい る38).

既 に 引用 したCh.Vの 冒頭偶 とこの偶 を註釈 して,

⑦ 所依 とその転 とその功徳 と利益の成就 との,こ の四つ の述 べ られたよ うな勝者の境

界 に対 して,有 智者はそれが実有 ・可能 ・有功徳で あ ると信解 す るか ら,す みやか に如

来の立場(tathagatapada)を 獲 得す るに適す るもの となる.こ の不 可思議の境界は実

有で ある,そ れは私の ような もので も獲得 するこ とがで きる,そ してそれは このよ うな

功徳 を具足す る,と 信 じ信解す るか ら,欲 と精進 と念 と定 と葱等 の功 徳の器で ある菩提

心(bodhicitta)が 彼 に常に現前(pratyupasthita)す る39).

と述 べ る.

この⑦の理解 には,次 の三点 を明確 に してお くことが必要で あ ると思われ る.笛 一一には,

「実有性(asiitva)・ 可 能性(saktatva)・ 有功 徳性(gunavattva)で あ ると信解す る」 と

い う部分 が,何 に対す る何 の実 有 ・可能 ・有功 徳を信 解す るのか という点で ある.前 半の

実有性等 の三 語が何 のそれ らを意 味す るかは,後 半の 「不 可思議の境界は実有で ある…」

か ら逆 に判 読す るな らば,信 ・信解の対 象は 「勝者の境界」 ・ 「不可思議の境界」で あっ

て,こ の境界 のそれ らを信 解す ることがよ り明 白で ある.(先 きに指摘 した如 く,信 ・信

解 は ここで はほ とんど区別 されていない.)こ の 境界は 「菩提」の立場(果 としての 法 身

の立 場)を 意 味 してい ることはい うまで もない.

第 二 に,実 有性等 の三 語を 「三種 自性」説 と③ との関連でみ ると,次 の如 く対応で きる
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点 で ある40).す な わち,

1実 有 性(法 身か ら離れ ることな く,衆 生 に仏智 が遍在 してい る・)

皿 有功徳性(衆 生 に存在す る仏智は如来真如 と不可分 ・無 差別で あ る・)

皿 可能性(如 来種 姓が衆 生に生起す ること(sambhava).)

この ような対応か ら 「三種 自性」説,す なわ ち如来蔵説 における宗教 的真理(dharmata)

を信 解す るの と,不 可思議の境界は実有等で あると信 ・信解 するの とは等号で結 ばれ る・

第三 に注意すべ きは,不 可思議の境界 を実有等で あるとする信 ・信 解が,菩 提 心の現前

とな る点で ある.つ ま り,信 ・信解一菩提心の現前,で あ る.翻 って⑥ をみ ると,「 勝 者

の境界 を信解す る具慧 者は諸の功徳の あつ ま りの器 とな る」 とい うが,⑦ はその功 徳の器

が 菩提心の現前で あるというか らで ある.

以 上 に検討 したところか ら,信(sraddha)・ 信 解(adhimukti)は そ の対象がいず れ も

」(① ②)・ 仏境界(④ ⑥⑦)で あり
,同 時にそれは常 に対 象で あ ることを超えて,

第 一義 ・仏業の実現(④)・ 如来性の証得(⑤)・ 菩提心 の現前(⑥ ⑦)と い う意味を も

含んで いるといえ る.換 言す ると,第 一義 ・仏境 界が信の 目ざされ る対象で あることを超

えて,信 の成 り立つ根拠 とな って いる.し たがって,如 来蔵説 におけ る宗教的真理が主体

化 され ることによってのみ把え られ る(如 来蔵 の開覚)と い うこ とが,信 によ ってよ く果

され得 るので ある.

C4)

Ch.Vは くり返 して いえば,『 宝性論』全体の結びの部分で ある.上 来みて きた如 く,

本 論 において は信は重要 なかかわ りを もっている.つ ま り,単 に大乗法 ・第一義 を信

の対象 とす るに止 らず,第 …義 ・勝者の境界 ・菩提 心の現前 としての性格を信が もってい

るということに留意 して いえば,信 を主題 としてい るといえ る.そ の ことが上の⑥⑦ に最

も強 くみ られた.

と ころで,Ch.V3～5偶 にそれぞれの偶頚 の後半 に,

⑧ また,他 の者 がこの論 よ り一句で も聞 き,聞 き已って信解す るな らば,こ の人はそ

れ故 に布施(ま たは戒,ま たは禅定)よ り成 る善よ りも更 に多 くの福徳 を得 るで あろう41)・

と くり返 して いる.上 文 中の福徳は,後 述部分の註釈(12～15偶36))に 照 応 して いえば,布

施 か ら禅定 にいたる五波羅蜜 に般 若波羅 蜜を加 えたそれを意味 してい る.し か し,前 五波

羅蜜 は実 は般 若波羅蜜 を根拠 とす るこ とによ って成 り立つ.最 後の般若 を除外 して五波羅

蜜は完成 しない.そ こか ら,「 般若(praj負 の は最勝(srestha)で あ る.そ の因(一 それ

の根 本)は 聞 くこと(sruta)で あ る.聞 くことは最高(para)で あ る.」 と強調 してい る

(V-一一6,1542)).こ の こ とをふ まえて⑧ に戻 るな らば,如 来蔵説 を 「聞 くこと」 を不可欠

とし,同 時に聞き巳 って 「信 解す る」 ことを重視す る.そ れは智か ら信への立場 といわな

ければな らない.

この智 か ら信 への展 開は,『 宝性論』が 自らその説示の趣意 を説 明す るのに,般 若 ・空

を先 き(pu.rva)と しそれを超 えて究 竜要義(uttaratantra)が 説 かれたのだ と主張す る43),

そ の 思想 史的事情 の説 明 と呼応 す るもの といわねばな らな い.

さて,『 宝性論』 と華 厳思想 との関連 につ いてはすで に指摘 されて いるが44),こ こで は

上述の信の立 場 と 『華厳経』 におけ る信のそれ とを瞥見 して,こ の小論の結び にかえ たい.

『華厳経』 において信 の問題を主 として取 り上げてい るのは,「 普光法 堂会」 と伝 統 的

教学で呼ばれ る六品で ある.そ れは1如 来名号品,2四 諦 品,3如 来 光明覚品,
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4菩 薩名難品,5浄 行 品,6賢 首 菩薩品で ある.こ の 中,前 の三品 は一 すなわち,

1は 仏 陀その もの,2は そ の教説,3は そ の徳,を 現わ して一 信の 対象 とな るものを意

味す る.そ れ に対 して後の三品は一4は 信その もの,5は 信 の 中の行,6は そ の徳,を

現わ して一 信の内容を説いた と見 る45).こ の よ うな伝統的な理解の 内で,6に み られ る

次の偶碩はよ く知 られて いる.

仏 及び法 と僧 とに於て,深 く清浄の信 を起 し,三 宝 を信敬す るが故 に能 く悠提心 を発 す.

… …信は道の元
,功 徳の母 と為す.… 切の諸の善法 を増長 し,… 切の諸の疑 惑を除滅 し

て無上道を示現 し開発す.… …信は能 く衆魔の境 を超 出 して 無上解脱道 を示現す る46).

サ ンス ク リット原本が散逸 して いる現在では,こ こに見 られ る信の原 語は確め られない.

新 訳 に近いチベ ット訳でみ ると,信 はdad-paが 用 い られているので47),… 応sraddha(ま

た はprasada)を 想 定で きる48).し たが って上 に述べて きた信 と原語 的には大 差はないと

思われ る.

こ こで,信 の対象は三宝で ある.そ れは本質的究極 的には佛宝 に帰一 する.そ れ故,上

述の 『宝性論』の場合 と何 ら異 るところはな い.そ の限 り,信 は不可欠で あ り,「 信 は 道

の元 」でなければな らな い.

しか し,そ れは同時 に,「 一一一切 の諸 の疑 惑を除滅(sel49))し 」,「衆魔の境 を超 出(bzlo9-

pa)し て 」無上道 ・無上解脱(thar-lam-dam-pa)を 「示現開発(rab-to-sgrol)」 ・

「示現(yOns-su-stOn-pa)」 す る.つ ま り,信 は 目ざされ る対象 を もつ に止 るのに尽 き

るのではな くて,そ れ によ って無上解脱が開発す る.清 浄心 その もの が実現 す る.「 功 徳

の母」で ある.こ の ことをほか に して信はな いといわ なければ な らない.こ こに 一・瞥 した

『華厳経』 におけ る信は,上 の 『宝性論」 におけ るそれ と共通 した もの を もつ.

単 純な比較は慎まれなければな らな いが,キ リス ト教 において信 〔仰〕 が論ぜ られる場

合,問 題 にな るのは啓示で ある.特 に弁証法神学 において,啓 示 と理性 の結合 点(Ankn-

iipfungspunkt)を め ぐるバ ル トとブル ンナーの論 争は よ く知 られて いる.そ の根底 には,

神 と人間 との関係間の断絶 ・人間 的努力の不可能性 という問題 が考 え られる.し か し,μ 、

教 如来蔵説 にお いては,も とより啓示 という概念 も存在 しないが,仏 と人間の同質性

が明か にされ(三 種 自性説),仏 は信 の 日ざされ る対象で あるが,同 時 にそれの成 り立 つ

根拠 とな ってい るとい う,仏 教の信はやは り独 自な もの と して注意せ られねば な らない.
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な お,上 記 の ほか に 阿 部 正雄 『現 代 に お け る 「信 」 の 周 題 一一仏教 的信 と理 性 』(日 本 仏 教 学
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Summary

Generallyspeaking,thefaithholdsaindispensablepositioninreligion.Now,it

isexpoundedasthetwowords`sraddha'andadhimukti'intheRatnagotravibhaga

(RGV).Inthisessay,Iinvestigatedabouttherelationofthethemaandthefaith

intheRGV,researchedsomeexamplesofabovetwowords,andmadeclearthe

originalityofthefaith,So,thegainedresultsareasfollows:Thefaithhasadefi-

niteobject.Inthepresentcase,itcorrespondstotheBuddhaorthehighesttruth .

However,atthesametime,thefaithimpliesrealizationofthehighesttruth(para-

martha).Thismeaningfulcharacterofthefaithmakesthefundationofit'srealiza-

tion.


